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１．趣　旨
　看護の創造に向けた実践と研究の融合のために出来る
ことは何か，様々な立場からアイディアを持ち寄り，分
かち合うことを目的とした。
２．パネリスト発表内容
１ ）二分脊椎患者への支援を通し 個別レベルから組織
レベルの対応を目指して（堂前　有香 氏）
　研究成果を臨床に還元する過程について，事例に基づ
き紹介された。二分脊椎の小学生と親，学校の教員を対
象に取り組んだ研究から，学校が楽しいと感じる子ども
とそうではない子どものセルフケアに違いがあると分か
った。臨床では，導尿のセルフケアに関する個別のニー
ズを把握し，使いやすいカテーテルを紹介したり，学校
での排泄環境整備に助言を行うなど，学校生活を円滑に
行えるように支援した。これは，研究により学校で導尿
のセルフケアを行う子どものとらえ方が明確になり，そ
れに基づいて個別な看護を実践したことにより，子ども
が学校を楽しいと感じられた事例であった。一方，二分
脊椎外来チームの一員として成人移行期支援に必要な支
援を提案したが，最初は受け入れられなかった。その後
も子どもとの個別の関わりの中でセルフケアの状況を確
認するなど，支援を継続した。同チームの医師から研究
助成への応募を勧められ，研究計画作成からチームメン
バーと共に取り組み，結果を共有して移行期支援を考え，
実施ができた。これは，研究と実践に関わるプロセスを
チームで共有したことにより，成人移行期にある二分脊
椎の子ども，という対象像を共有でき，組織レベルでの
変革に繋がった事例であったと分かる。
２ ）エビデンスをもとに臨床看護実践力を高めるマネジ
メントを考える（内田　明子 氏）
　実践と研究の融合という視点で，研究成果を臨床に
導入し，現場の改善に繋げることについて，事例に基づ
き紹介された。看護用具の変更の浸透を行った事例で
は，エビデンスを導入する際の看護管理者の役割が重
要であった。看護管理者は方針を出すべき人として宣言
し，説明し，合意形成を図り，妥協しない姿勢で浸透す
るまで関わり，その過程ではスタッフの不満を傾聴して
成果を承認し，問題を明確にしてともに解決する役割を
担う。また，対人援助という概念の浸透を行った事例で
は，エビデンスを臨床に導入する際の管理，教育的側面
からの働きかけが重要であった。看護部の方針として対
人援助技術の重要性を示し，院内教育に組み込み，集合
研修を通してスタッフの力の育成を図っている。研修で
のスタッフの学びからは，一定の成果を得られたと考え
られた。これらのことから，エビデンスを導入する際に
は，看護の対象像とエビデンスを活用する時の認識を管
理者とスタッフが共有でき，行動面でも取り組みやすい
ことが重要であり，看護管理者はスタッフとの相互浸透
（Interpenetration）を通してリーダーシップを発揮し，導
入を推進する役割を担っていると言える。
３ ）看護の現象を，記号的に処理しないで図像的に表象
するということ（山本　利江 氏）
　実践と研究の融合の要として看護師の「認識」を挙げ，
複数の例とともに「認識」と「対象像」の捉え方を示し，
詳細に解説された。
　正常細胞の代謝を促進することでケアを展開した褥瘡
患者への看護の例では，看護師はケアの実施に先行して，
褥瘡周辺の正常細胞を対象像として思い描いていること
が報告された。次に，褥瘡の形態を緻密に観察し，生活
行動との関連を推論してケアの仮説を立て検証した実践
例が報告された。この時，看護師が着目していたのは褥
瘡と生活行動との関連であった。さらに，アルゴリズム
を用いた「褥瘡予防・管理ガイド（日本褥瘡予防学会）」
では，褥瘡ケアが中心軸で，それに向け生活過程を整え
ることに焦点があたっており，対象像については言及さ
れていないことが報告された。
　１つ目の事例では，局所の正常細胞に目を向けること
　　パネルディスカッション報告
看護の創造へ向けた実践と研究の融合
パネリスト：実践者の立場から　堂　前　有　香（千葉県こども病院）　　　
　　　　　　管理者の立場から　内　田　明　子（聖隷佐倉市民病院）　　　
　　　　　　教育者の立場から　山　本　利　江（千葉大学大学院）　　　　
座　　　長：　　　　　　　　　菊　田　直　美（千葉大学医学部附属病院）
　　　　　　　　　　　　　　　仲　井　あ　や（千葉大学大学院）　　　　
89千葉看会誌　VOL.19 No.２ 2014. １
に留まらず，正常細胞そのものが生命力をもっており，
適性に環境を整えれば褥瘡は回復すると捉えている。こ
のように，看護の対象を記号的に処理するだけでなく，
図像的に表象することによって，組織の現状，本来の健
全な姿，体内環境を保証するための生活行動のつながり
が捉えられ，介護に熱心な家族に見守られた 80代の認
知症女性の姿が生き生きと描かれていく。
３．討　議
１ ）臨床スタッフが実践の意味を理論や研究と関連づけ
て考えるために看護管理者に出来る支援：実践の中で
トラブルが生じた時，関連する研究があればアンテナ
を高く持つ人から広まる。スタッフから質問が出るよ
うになる機会を捉えて支援する（内田氏）。
２ ）セルフケアの移行における母親への支援，研究から
の示唆：セルフケアを担う母親が子どもの成長に伴い
関わりを変えるときに支援が必要。親子の関係に一歩
踏み込み，ライフイベントに合わせて支援する（堂前
氏）。
３ ）看護方針を行動レベルで示す意義：根拠を説明して
も時々認識を刺激しなければ，行動だけが残ることは
起こりやすい。一方，実践を変える動き出しは根拠と
共に行動レベルで表現されることで現実的となる。（内
田氏）。
４ ）早期退院を目指して作成したチエックリストの効果
的な運用に向けて退院調整看護師に出来ること：１例
１例の支援ケースについて病棟スタッフと一緒に意味
づけを行う（堂前氏）。○○の看護をするためという
覚えやすい方針を示し，次にそれを実現する方法を示
して，時々目的を共有しながら進める（内田氏）。退
院できるかどうかの判断がどれほどイメージを持って
されたのかが重要。チエックリストの項目が項目とし
て記号化されている時に，イメージが描かれるように
伝える（山本氏）。
４．まとめ
　一人ひとりが対象像を思い描き，研究成果を活用して
実践を変える，あるいは実践から生じた疑問を研究に繋
げるプロセスに十分に関わることの大切さを共有した。
